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2025 年 11 月 14 日 

各 位 

会 社 名 ビ ズ メ イ ツ 株 式 会 社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  鈴 木  伸 明 

（コード番号：９３４５、東証グロース市場） 

問合せ先 経営戦略本部長 CFO 和田 学 

（TEL．03-3526-2640） 

 

 

通期業績予想の修正及び配当予想の修正（減配）に関するお知らせ 
 

当社は、取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、2025 年 12 月期（2025 年 1 月 1

日から 2025 年 12 月 31 日）の連結業績予想及び配当予想を下記のとおり修正することを決議し

ましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（１）当期の連結業績予想数値の修正（2025 年 1 月 1日～2025 年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

連結当期純利

益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

3,817 

百万円 

436 

百万円 

428 

百万円 

268 

円 銭 

83.75 

今回修正予想（Ｂ） 3,497 261 250 165 50.96 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △320 △174 △177 △103  

増 減 率（ ％ ） △8.4 △40.1 △41.5 △38.5  

（参考）前期実績 

（2024 年 12 月期） 
3,474 378 340 229 72.13 

（注）前回発表予想及び前期実績の「1 株当たりの連結当期純利益」は、2025 年 10 月 1 日付で

実施いたしました株式分割（1 株につき 2 株）の影響を遡及的に反映させた数値で記載しており

ます。 

 

（２）業績予想修正の理由 

売上高につきましては、ランゲージソリューション事業及びタレントソリューション事業い

ずれの事業も第３四半期累計期間において期初予想値を下回って推移しています。ランゲージ

ソリューション事業においては、オンライン英会話市場の競争環境が激化しており、法人及び
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個人いずれの利用者数も期初の予想値対比伸び悩んだことが要因です。タレントソリューショ

ン事業においては、第１四半期に発生した退職者に対し、補充した後任者の戦力化に時間を要

した結果、人材紹介の決定数増加が遅れたことが要因になります。 

第４四半期においても競争環境が厳しい中、第３四半期までの遅れを挽回することが困難で

あると判断したため、足元の業績や事業環境を基に通期売上高を修正することといたしまし

た。 

利益面につきましては、為替相場が期初想定レートより円高水準で推移したことにより売上

原価が抑制されたことや、開発費や広告宣伝費の効率的な運用により経費抑制に取り組みまし

たが、売上高の計画未達による減益影響をすべて吸収することができず、通期の利益予想を修

正することといたしました。 

 

２．配当予想の修正について 

（１）修正の内容 

株式分割の分割比率に合わせて 2025 年 8 月 14 日に公表しました「株式分割並びに株式分割に

伴う定款の一部変更及び配当予想の修正に関するお知らせ」記載の 1 株当たりの期末配当予想

額を以下のとおり修正いたします。 

 年間配当金 

基準日 第 2 四半期末 期末 合計 

前回発表予想 

（2025 年 8 月 14 日） 

円 銭 

0.00 

円 銭 

20.00 

円 銭 

20.00 

今回修正予想 

 

 

－ 

 

15.00 

 

15.00 

当期実績  

0.00 

 

－ 

 

－ 

前期実績 

（2024 年 12 月期） 

 

0.00 

 

30.00 

 

30.00 

 

（２）配当予想修正の理由 

当社は、株主の皆様への安定的な利益還元を経営の重要課題として位置づけており、利益成

長基盤の確立と財務体質の強化を図りつつ、配当性向 20～30％程度で配当することを基本方針

としております。 

しかしながら、今回の業績予想の修正に伴い誠に遺憾ではございますが、2025 年 12 月期の

業績予想を踏まえ、期末配当予想を 1 株あたり 20 円から 15 円とさせていただきます。これに

より年間配当金は、1 株あたり 20 円から 15 円（配当性向は 29.4％予想）になる予定です。 

株主の皆様におかれましては、何卒ご理解の上、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上

げます。 

※上記の予想は、当社グループが現在入手している情報および合理的であると判断する一定の

前提に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想値と異なる結果

となる可能性があります。 

以上 


